
医療法人社団 松下会 

 

あけぼのｸﾘﾆｯｸからの訪問ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝを新設したことでさまざまな利点があり

ます。今回は訪問ﾘﾊの利点とどのような状況で訪問ﾘﾊが関わることができるの

か説明致します。 

PT単独で行うことが可能で、ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝﾆｰｽﾞの高いご利用者に対して対応

しやすい。 

主治医・ｹｱﾏﾈと連携することで、必要性に応じて訪問ﾘﾊの回数設定が可能。 

退院・退所からすぐ訪問ﾘﾊが行え、期間を区切った短期集中ﾘﾊも可能。 

日常の在宅生活に、より密着したﾘﾊﾋﾞﾘが可能。 

地域医療・介護に積極的に関わりを持つことが可能。 

積極的な家族指導も行いやすい。 

 

 

訪問ﾘﾊで施設と在宅・在宅と社会とを繋ぎ、ご利用者様の社会参加活動や自立

支援に向かうためのよい手段と考えておりますので、あけぼのｸﾘﾆｯｸ訪問ﾘﾊを

よろしくお願いします。 
報告者：ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ部 坂井亮一 

 ①家での生活に戻りたい

が、住環境に対応したADL
能力に自信が無い。

②内科や眼科の通院もあるので、

ﾘﾊﾋ゙ ﾘの通院は大変です。でもADL
の練習はしたい。

③住宅改修をしたが使いこな

せないし戸惑っている。また

住宅改修をしたいがどどこに

頼んだらいいか…!?

④通所では運動してい

るが、家では寝てばか

りいて機能低下が心配

だ

 

④通所は年齢的に・性格的に合わな

いので行きたくない。家での閉じこ

もりが多い。
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